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社会活動
・意匠学会、国際交流委員
・The International Conference on Design History and Design Studies　査読委員
・河北新報連載「食の泉」に関する講演会 / レクチャーの実施と出版協力
（東北大学医学組織培養室同窓会・2016年 8月、せんだいメディアテーク・
2016年 11月、宮城学院女子大学編『食の泉』河北選書より出版・2016年
11月）

教育活動
本誌巻末の担当授業での教育活動を中心に行った。その中で、本年度は

「イギリスの生活と文化」の授業の一環として、1年生全員が参加する国
内英語合宿を行った。英国演劇や食についての英語講座での学習、英語母
語者との交流を通してのアクティヴ・ラーニング、一学年全員参加の合宿
形式により学生間の親睦をはかること等を主な目的とした。実施後には、
本年度の担当教員（Wiltshier, Koby, 吉村）と参加学生とで意見交換を行い、
概ね満足度が高いことを確認し、改善を加えながら、次年度以降も、1年
次の行事の一つとして継続することとした。

田島優子

研究活動
前年度に引き続き、19世紀アメリカン・ルネサンスの作家ナサニエル・
ホーソーンの作中にみられる病の隠喩に着目して研究を進めているほか、
来年度より学内の人文社会科学研究所において共同研究を開始することを
見据え、モダニズム作品における「ノスタルジー」という観点からの研究
にも着手しているところである。

論文他
1．「エイルマーの掲げる「高貴な」目標―ナサニエル・ホーソーンの「痣」
における精神と物質の問題をめぐって」『英文学会誌』第 45号、宮城
学院女子大学学芸学部英文学会、2017年 3月。

2．書評：成田雅彦、西谷拓哉、髙尾直知編『ホーソーンの文学的遺産―
ロマンスと歴史の変貌』、『フォーラム』第 22号、日本ナサニエル・ホ
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ーソーン協会、2017年 3月。

社会活動
1．日本アメリカ文学会東北支部役員（会計）
2．日本英文学会東北支部役員（大会準備委員）

教育活動
今年度の「英米文化・文学基礎セミナー」では、19世紀 - 20世紀の
主要なアメリカ文学の作家（Kate Chopin，Nathaniel Hawthorne，F. Scott 
Fitzgerald，Truman Capoteなど）によって執筆された短編小説を取り上げ
た。精読を通してそれぞれの作品を深く味わうようにしたことに加え、今
年度は学生同士で作品内容に関するグループ・ディスカッションによる考
察をしてもらい、それをテキストにある内容を根拠として示しながら論理
的に説明／発表してもらうという取り組みも重点的に行った。今年度の基
礎ゼミでは議論が活発に行われ、高い積極性と意欲が見られたのが印象的
で、説得的に順序だてて説明するということに一年を通して進歩が感じら
れた。
「英米文学研究（19 - 20世紀）」では Ernest Hemingwayの短編小説を購
読した。作品の内容についていくつか考察すべき論点をあげ、授業の終わ
りにその問いに対する各自の考えをコメントシートという形で記し、提出
してもらうようにした。さらに評価（採点）をして次の授業で返却すると
ともに、学生の中から出てきた重要な指摘や優れたコメントを紹介するよ
うにした。そうすることで学生が集中して授業に取り組むようになったこ
とに加え、根拠を示して論理的に文章を構成するということに関して、一
定の成果が見られた。学生が出した優れたコメントを含め、授業の中で教
員が解説したことを、上手く咀嚼して自分の言葉でまとめることができる
ようになってきた学生が多いと感じたが、学生自身で論点とすべきものを
見つけられるようにすることは、これからの課題だと感じた。
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3  英文学科専任教員  4

遊佐典昭
ことばと人間
英語音声学
英語学講読
心理言語学
英語学基礎セミナー

増冨和浩
Grammar
Advanced Grammar
英語学基礎セミナー

鈴木雅之
文学作品講読
イギリス文学史
英米文化・文学基礎セミナー
英米文化・文学研究セミナー

吉村典子
イギリスの生活と文化
Intermediate Reading
イギリス文化史
英米文化・文学基礎セミナー
英米文化・文学研究セミナー

田島優子
Intensive Reading
Intermediate Reading
Overseas Study Preparation

Overseas Study
英米文学研究（19-20世紀）
英米文化・文学基礎セミナー

John Wiltshier
Listening & Vocabulary
イギリスの生活と文化
英語学基礎セミナー
児童英語教育

Cory Koby
Reading Activity
Intermediate Reading
Intermediate Writing
Intermediate Listening
Current English

3  非常勤教員  4

阿部裕美
英米文化・文学研究セミナー

岡田毅
語法研究
コーパス言語学

金丸芙美
Writing
Intermediate Writing

2016年度　英文学科講義題目
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金子義明
Advanced Grammar
英語学セミナー

菅野幸子
 文化交流論

木口寛久
生成文法

木村春美
英語学セミナー

久保田佳克
Intensive Reading
Intermediate Writing

熊谷優克
英米文化・文学研究セミナー

小泉政利
日英語比較文法論
英語学セミナー

越川芳明
英米マスメディア論

佐々木誠逸
Writing
Intermediate Reading

佐藤　恵
英米小説の世界

島　越郎
Advanced Grammar

清水菜穂
アメリカ文化史
アメリカ文学史
英米文化・文学研究セミナー

杉山　恵
Writing

鈴木美津子
英米文化論講読
英米文学研究 (17-18世紀 )
英米文化・文学研究セミナー

千種眞一
英語の歴史
英語学セミナー
社会言語学

那須川訓也
社会言語学

坂内昌徳
Intensive Reading
英語科教育法 (2年生 )

福地和則
Grammar
英語教材研究
英語科教育法 (3年生 )

藤田　博
英米演劇の世界
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英米文化・文学研究セミナー

劉　　寧
外国語としての日本語

Daniel Eichhorst
Intermediate Speaking

Robert Green
Speaking
アメリカの生活と文化
Translation

Barry Kavanagh
Speaking
Intermediate Speaking

Bruce Leigh
Writing
Intermediate Writing

Adrian Leis
Speaking
Intermediate Writing

Jerry Miller
Speaking
Discussion Seminar

Gerald Muirhead
Intermediate Listening
Intermediate Speaking

Anne Thomas
Writing
Discussion Seminar

Matthew Wilson
Intermediate Speaking
文化研究（オーストラリア・カ
ナダ）
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3  英文学科専任教員  4

遊佐典昭
英語学演習（心理言語学）

木口寛久
英語学特殊講義（統語論・意味論）

鈴木雅之
英米文学特殊講義（戯曲・詩歌）

吉村典子
英米文化論特殊講義（文化論）

John Wiltshier
英語学特殊講義（児童英語教育） 

3  非常勤教員  4

Bruce Leigh
英語コミュニケーション

2016年度　英語英米文学専攻講義題目
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2016年度　卒業論文題目
1遊佐ゼミ（英語学）

佐浦　理穂 ･･････ Passivized Unaccusatives and Universal Grammar

柳田　真里 ･･････ Extraposition from the Subject: Left-handed Analysis

小向　志歩 ･･････ Sound Symbolism in Japanese and English

斉藤　友梨 ･･････ English Articles Choice by Japanese Learners of English: 

Speciality and Presuppositionality

1Wiltshierゼミ（英語学）

浅場　理佳 ･･････ Vocabulary Learning and Teaching

小林　絵里 ･･････ Effective Extensive Reading Programs in the Classroom: 

Case Studies

1鈴木ゼミ（英米文化 ･文学）

高橋あず紗 ･･････ 詩人と鳥たち―19世紀詩人たちが鳥に託した思い

村岡　菜奈 ･･････ Alice’s Adventures in Wonderlandにおける “Nonsense”―

意味をなさない面白さとは

渡辺　成美 ･･････ イギリスの四季の詩

1吉村ゼミ（英米文化 ･文学）

倉　　瑞希 ･･････ 英国茶文化の成立過程と多面的発展

栗田芙生香 ･･････ イギリスのタウンハウス─ 18-19世紀中産階級の暮ら

し

髙橋このみ ･･････ 『草花紋様の装飾』から見る A・W・N・ピュージンの

思想と実践

千田　怜弥 ･･････ 執事という存在─ 19世紀のイギリスの社会と文化
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渡部莉緒菜 ･･････ コルセットとは―19世紀イギリスの女性と社会

岩間　香南 ･･････ 真珠と男性服─女王をめぐるチューダー朝の宮廷文化

植木　みほ ･･････ 喫茶と空間─ 18世紀から 19世紀のイギリスにおける

茶文化が室内装飾に与えた影響とは

岡本　彩音 ･･････ ヴィクトリア時代のファッション─シャルル・フレデ

リック・ウォルトの人生と表現

齋藤日花里 ･･････ English Country Houses in the Eighteenth Century: Through 

the Noble Lifestyle and the Adam Style

齋藤　美咲 ･･････ Henry Holiday, Stained Glass, and the Gothic Revival

佐々　春菜 ･･････ Georg Friedrich Händel─イギリスにおけるヘンデルの

音楽

佐々木晴菜 ･･････ The Relation between Tea Tableware and the British People 

in the Eighteenth Century

渋谷　侑樹 ･･････ ジョン・ウォーターハウスの世界─絵画の中のモチー

フが作り出す関係性

鈴木佳菜絵 ･･････ William Hogarth and London’s Children: What Did He Leave 

Us?

高橋　奈央 ･･････ ウィリアム・モリスのデザイン―「デイジー」におけ

るパターンの考察

東海林亜季 ･･････ ガートルード・ジーキルとコテージガーデン

1田島ゼミ（英米文化 ･文学）

大久保美涼 ･･････ 友情という選択―『ハックルベリー・フィンの冒険』

における Huckの良心をめぐって

鹿又　朱夏 ･･････ エドナの正体―ケイト・ショパンの『目覚め』におけ

る女性の解放

亀井　優果 ･･････ ナサニエル・ホーソーンの『ロジャー・マルヴィンの
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埋葬』における悪事への共感

佐々木麻衣 ･･････ エドガー・アラン・ポーの “The Black Cat” と “The Tell-

Tale Heart” における恐怖

佐藤　　葵 ･･････ トルーマン・カポーティの『ティファニーで朝食を』

におけるホリー・ゴライトリーの価値観の変化

高橋　幸代 ･･････ ディックの人生―『夜はやさし』に読む「生」を諦め

ないことの大切さ

長谷川文子 ･･････ ナサニエル・ホーソーンの『緋文字』におけるパール

の人間性―父親コンプレックスを抱くパール

日野　聖子 ･･････ 早熟なホリーに隠された本当の姿─トルーマン・カポー

ティの『ティファニーで朝食を』を読む

山口　結加 ･･････ F・スコット・フィッツジェラルドの「冬の夢」におけ

るデクスターの夢と絶望

桔梗　可菜 ･･････ The Death of Edna in The Awakening : A Woman Who 

Become Aware of Her Independent Spirit and Love

佐々木美帆 ･･････ The Message of Gatsby’s Death in The Great Gatsby : Why 

Gatsby and Daisy Could Never Be Together

佐々木莉奈 ･･････ F. Scott Fitzgerald の The Great Gatsbyにおけるデイジー

の決断

村上うらら ･･････ F・スコット・フィッツジェラルドの The Great Gatsby

におけるギャッビーとデイジーの関係
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英文学会活動報告
6月 7日、1月 5日、1月 12日

 声と話し方講座「伝える・伝わる声と話し方基本講座」

 （1年生対象）　　赤間裕子氏

6月 22日 英文学科 OGによる講演会

 シリーズ「航空業界①」―グランドスタッフ編

 　　壇﨑希氏

9月 26日 TOEICセミナー

 　　鈴木真太朗氏

10月 7日 英文学科 OGによる講演会

 シリーズ「航空業界②」―キャビンアテンダント編

 　　佐藤由紀氏

11月 7日  英文学科 OGによる就職講演会―英会話学校編

 　　大内亜梨沙氏

12月 1日 スペシャリスト講演会①

 「アニメ『黒執事』『英國戀物語エマ』にみる 19世紀イギリス」

 　　村上リコ氏

 スペシャリスト講演会②

 「英国カントリーハウスと家事使用人」　　村上リコ氏

12月 6日、12月 13日、12月 20日

 声と話し方講座「面接対策・話し方実践講座」

 （2・3・4年生対象）　　赤間裕子氏
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「ながら」勉強でスコアアップ
4年　桔梗　可奈

TOEICスコア：755

私は地道に机に向かい勉強することが苦手です。TOEICの試験が近づ

いても、集中して勉強することが出来ませんでした。そんな私がここまで

スコアを伸ばすことが出来たのは、留学経験を経てからでした。私は、大

学三年生の夏からおよそ一年間、アメリカ合衆国にある大学へ通いました。

普段の会話はもちろん、授業やテストも全て英語でした。そんな中で私の

英語力は向上したのだと思います。

まず、英語を理解するためには、出来るだけたくさんの単語を覚えなけ

ればいけませんでした。教科書を読みながら、分からない単語にはこまめ

にマーカーを引き、ノートにそれを書き写し覚えました。また、ネイティ

ブスピーカーの友人と話しながら、分からない単語が出てきた時には、単

語のスペルと意味を尋ね、その単語を会話の中で使えるように考えながら

話をしました。そのようにしている内に、語彙数が増えていったように思

います。また、私は文学のクラスを受講しており毎日英米小説を読んでい

ました。初めは分からない単語をひとつひとつ拾って読んでいましたが、

それでは完読するのに時間がかかりすぎると分かり、ある程度文章を推測

しながら読むようになりました。それが速読能力に繋がったと思います。

そして何より、英語は毎日聞いていたので、リスニング力はかなり向上

していました。しかし今私が思うのは、聞くだけでは向上しないというこ

とです。聞いて覚えたフレーズを、実際に自分で使えるまで発音すること

も、実に大切です。どれだけ頭で覚えていると思っていても、実際に

TOEICテストで「聞いたことはあるが、意味が思い出せない」では意味

がありません。聞いて覚えたことも書いて覚えたことも、何度も口に出し
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て自分に定着させると良いと思います。

私は、常に英語が飛び交う生活の中で学習していたので、日本で勉強す

るのとでは少し違いますが、自分自身の意識を変えたり環境を整えるだけ

で、TOEICの学習ははかどると思います。例えば、大学の授業で使って

いるテキストから分からない単語を拾ったり、洋書を読んでみるのもいい

と思いますし、洋画を英語音声、日本語字幕で何度も観たり、洋楽を聴い

てそこからフレーズを学び ESLで実際に使ってみることも、良い学習に

なると思います。毎日インターネットで CNNニュースや BBCニュース

をチェックし、常に英語に触れる環境を作ることも大切です。

最初に述べた通り、私は机に向かって勉強することが苦手です。だから

こそ、教科書を読みながら本を読みながら友達と話しながら、といった「な

がら」勉強でより楽しく、効率的に勉強する方が合っているのだと思いま

す。もし私と同じく机に向かうことが苦手な方は、是非「ながら」勉強を

試してみてください！

自分なりの勉強法
1年　高橋あかり

TOEICスコア：755

私は、今回初めて TOEICを受験しました。あわよくば 600点くらい取

れたらいいな、という程度だったため 755点という点数にはとても驚きま

した。ここでは、僭越ながら私の TOEIC勉強法を書かせていただきたい

と思います。

まず、TOIECに向けて本格的に勉強を始めたのは夏休みでした。それ

までは授業や課題で精一杯だったため、まとまった時間が取れるように
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なってから、少しずつ対策を行っていきました。具体的には、パート別に

問題や勉強法が載っている参考書に取り組み、TOEICの特徴をつかんで

いくという感じです。リスニングにおいては、音声の速さに圧倒されて慣

れが必要だと痛感し、リスニングだけの問題集を使って練習を重ねました。

夏休みの間、なるべく毎日これらに取り組むことで、パートごとの解き方

を身につけられたと思います。

リーディングとリスニングを通して 2時間で行う、本番形式の問題を実

際に始めたのは 10月頃でした。が、時間内に解き切る練習をするために

はもう少し早めに取り組んだ方がいいと感じました。何回か本番と同じよ

うに解くことで、「何分までにこのパートを終わらせよう」という方針が

見えてくると思います。

ここまで、私が TOEICを受験するまでの勉強の流れを振り返ってみま

した。このような勉強法は、あくまで一例なので、他にもたくさんのやり

方があると思います。ずっと続けられるような、自分に合った勉強法を見

つける必要があります。

しかし、何よりも大切なのは、「やるべきことをやる」ということだと

思います。宮城学院の英文学科には、英語力を高めるためには十分な授業

が揃っています。ですから課題や小テスト、期末考査にきちんと取り組む

ことで、自ずと英語力は身についてくると考えています。まずは、目の前

にある「やるべきこと」をこなしたうえで、TOEICに向けて自分なりに

勉強していくのが理想的かもしれません。

私は今回の TOEICを一つの通過点として、さらなるスキルアップを目

指し英語学習に励んでいきます。
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わたしの TOEIC学習法
3年　丹治 瑞穂

TOEICスコア：740

私は元々英語がすごく好きなわけでもなく、得意なわけでもなく話せる

わけでもなく、成績もごく普通でした。そんな私が TOEICを意識し始め

たのは、大学 2年生の冬でした。ドイツに留学することを考えていた私に、

父は英語ができなければ通用しないと言ったのです。そこで私は、TOEIC

を初めて意識するようになりました。今まで全く良いスコアを取得したこ

とがない私が、まず目標にしたスコアは 700点、期間は次の 6月の試験ま

での3か月弱でした。今までしっかりとTOEIC対策をしたことがない私は、

何から手を付けるべきなのか全く見当もつきませんでした。そこで、まず

は本屋さんへ行き TOEIC問題集を一冊買い、そしてそれを丸々解いてみ

たのです。結果はぼろぼろでしたが、同時に私に足りない部分もたくさん

見えてきました。それから、私の足りない部分（特に語彙力とイディオム

分野）を強化しようと考えたのです。この分野は、言語を学ぶ基礎である

ため、知識が増えるほど長文読解やリスニングにも役立ちました。さらに、

基礎文法も授業等で使った英文法書を一通り確認しました。全てに共通し

て言えることは、インプットだけではあまり意味がないということです。

インプットしたものをアウトプットする、そうやって循環を作った方が、

脳はより早く正確に覚えてくれます。幸いなことに、私はたくさんの留学

生の友達や、外国に住む友達がいたので、多くのアウトプットの機会を得

られました。ある時はメールをしたり、ある時は電話をしたり、そんなこ

とをしているうちに、スピーキングやリスニング能力は、向上したのだと

思います。また会話の時、英語→日本語→英語という変換をいちいち脳の

中でせずに、英語→英語という変換もできるようになりました。これは、
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机にただ向かっていては身につかないことだと思います。私は、できるだ

け机とただ向き合うことを避けたかったので、インターネットを利用しま

した。現代では、どこにいても、動画サイトで簡単に字幕付きの外国の番

組を鑑賞できます。ドラマ、映画なども有効だとは思いますが、私が利用

したのはニュースです。正しく丁寧な言葉遣いで、しっかりと組まれてい

る文章は、英文法を理解するときにとても役立つと思います。さらに時事

ニュースも知ることができたので一石二鳥だったと思います。もっとも言

語の勉強は、楽しむことが一番です。ストレスが溜まっている状態では、

脳が快く情報収集をしてくれません。私は、TOEICの勉強を楽しみなが

ら行いました、それが今回の結果につながったのだと思います。その後、

無事にドイツに留学することもでき、ドイツ語の学習もより捗り、ますま

す言語を学ぶ楽しさを知りました。
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TOEIC600点以上を取得し、単位を申請した人は他に次の方々がいます。

佐々木華（1年）、松木紀花（1年）、阿部沙彩（2年）、阿部優香（2年）、

小西美希（2年）、斉藤梨香（2年）、菅井理沙（2年）、渡邊彩香（2年）、

大友里穂（3年）、草彅さくら（3年）、髙橋泉水（3年）、佐藤亜海（3年）、

工藤佳奈子（3年）



『英文学会誌』第
45 号をお届けします。

ご寄稿いただいた方々には心
より御礼申し上げます。今年は宮

学の 130 周年ですから本誌でも何かを
という吉村学科長の言葉を受け、「英文学

科の『現在・過去・未来』─過去 10 年間の歩み」
と題した小特集を組んでみました。2006 年には

120 周年を記念してそれまでの英文学科の歩みをま
とめた立派な冊子『Beautiful Smiles since 1886』が
出ましたので、今号はその後の10年間に起こった出来
事や変化、トピックスを思いつくままに書きだしその
なかからご覧の項目を選び、事実とデータを中心にまと
めました。なかでも最大の事件、東日本大震災の影響を
ひとことで言い表すことはできません。ただ、あの日
以来、わたしは学生のことばが変わった、以前に比べ
てことばを大切にするようになったと感じていま
す。今号も副手室の阿部ひとみさんと小室利沙
さんには、編集とくにデータの収集・解析の
段階でひとかたならぬお世話になりま
した。有り難うございました。

編集委員　鈴木雅之

編
集

後
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